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第 三 編 結 論

本演習林に於け る エ ゾマツ、 トドマツ天然更新の状況は前述せ るが如 く、 山火後

の大面積更新及び老齢林 に於け る小面積更新の二様 な うこす。

大 面 積 更 新 に於 ては焼跡地 より、エ ゾマツ、 トドマツ林 に成林す る迄の植生の

遷移は、先づ エ ゾマツ、 トドマツ林が山火に罹 る時は焼跡地 には直 に焼跡地特徴

植物を生 じ、其他の植物は 其 数を甚だ しく減少す るも森林 の成立 と共 に次第 に蔭

灘生植物 を増加し、漸次老齢林 となれば 一方土地の漁地化 を起 して 地表植 物 も甚

だ しく特殊 の もの とな 外 從つて植 物藪 も再び減 少す るに至 る。

而 して 山火直後の焼跡地 に生ぜ る 植生 も前代森林 の植生状況 の悌 を残 すこと多 く

して、植生 の遷移 には相當年 月 を要 す るものの如し。

森林 の成立 に就 きては、山火 後9乃 至10年 を経過 し単に草生地 をなす箇所に於

ても多数 の エゾマツ、 トドマツ の稚樹 を存し、山火後25年 を脛た る焼跡地 には

エ ゾマツ、 トドマツ、グイマツ 、エ ゾノ ダケ カンバ 等 の良 く更新 せ られ た るも

のあ るを見 る。

而 して 此更新樹種 の分布は著 むく前代 森林樹 種に支配せ られた る庭多 く、更新 ば

叉甚だ し く集團的に行はれた う。

特に著 しき事實は此更新の行 はれた る森林 の林木は生 長極めて良好 な ることな う。

要す るに焼跡地 よリエゾマツ、トドマツの森林 を形 成する迄には相當長 き星霜 を要

し、新 に成立 する森林 は前代森林 の影響を受 くること多 きが故に前代森林 の山火 に

ようて焼熾 ぜ らるる度合 は此更新の状況に著 し く關係あ るものの如 し。

小 面 積 更 新 は 老齢林 に於 て頽腰老齢樹 の倒壊腐朽せ る倒木上 に狭 き帯状面積

に行はれ、老齢樹の被壓 下に前生樹 として 遅々 ご生活し、全樹命の 憲乃至 まを此

倒木上に過 し最 小限の光線 に満足するものな り。

而 して腐朽倒木上に生ぜ る前生樹 はエゾマツを主 とし、トドマツは比較的 古き腐朽

木及土壌 に生ず ること多 く、同一腐朽倒木上に於ては年齢100年 に達す るものあ
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るも、將來老齢樹の倒壊 ご共 に主林木 に代b得 る期待を有する前生樹 は 直径2cm

以上樹齢40乃 至60年 の範囲 のものにして、是等前生樹 は同一腐朽倒木上にて多

歎密生せ る他の前生樹 に抽出 して 途 に 直径及年齢共に比較的一齊な る林型をなす

ものな り。

而 むて 老齢樹 が枯死倒壊 して 前生樹 を生す るに適する條件 を有す るには40乃 至

50年 を要 乙、且 つ其上に生ぜ る優秀な る前生樹の年齢より 見 て更新は比較的短期

間に更新せ らるる乙ごを知 る。

次 にエ ゾマツ、トドマツの交代關係及混合歩合は山火後焼跡地 には トドマツの稚樹

の生ず ること少な きも漸次森林を形成す るに到 うて、 トドマツの数 を増加 し～更に

森林 が鰐 閉を持続 す る時は 前生樹 としての トドマツの樹性が之れに耐 えず して、

エ ゾマツを主 とする森林 となり て極盛相を呈 す るなり。

更に 小面積 更新 ご關連して登達す る、エ ゾマツ、 トドマツ の根系 は、腐朽倒木上

に於 て前生樹は專 ら 其根 を倒木 上にのみ蔓延 む、更1ζ眞土 に侵入せず、森林 の疎

開 と共 に眞土 に侵入 す るものな う。

蜘 々本林 は北緯4g。30',東 径142。30'に 位 し、植 物帯は極北の塞帯林 にして 年平

均 温度2。4、 植物生育 期間は6月 乃至9月 の4箇 月に過 ぎず、H.MayerI)の 所謂

Fichteの 生育限界 に近 きものなり 。

而 して夏期 日光の直射 を受 くる土地は地下Irn迄 結氷の融解を見 る竜、馨閉せ る

平地の森林 内に在 ては地下 α3mに 至れば盛夏の候尚ほ凍結す るを以て樹根は極め

て淺根性 となり土壌は一般 にPodsolに して地下水甚だ高 きものなり 。

森林 の生育には 日光、温熱 水分 及び 土地養分の必要 なるは勿論に して、此等の

因子 にして樹木の要求す る最少限に達せざ る場合には 其樹木 の生存 を危 くす るは 明

か な う。

而 して 土地含水分の源は降水量 にして 養分は土壌 の理化學的性質 に左右せ らる。

尤 も植物 自身の働 きに依 て 此等因子 の作用に鍵化 を生す るものな るも、森林 の生長,

更新,結 實等 に最 も重大な る影響 を及ぼす ものは、本地方 に在 ては 日光(Lichtwarme)

 _) H . Mayer : Waldbau S. 15
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に して、之 を以て最小限の環境因子 こな さざ るを得ず。

日光に就 きては

 Wiesner') " Jedes Holzgewächs kann im Walde als Unterholz auftreten, wenn 

nur sein Lichtbedürfnis geringer ist, als das der überschattenden Bäume ; ist es 

aber grösser, so stirbt es desto früher ab, je mehr die Bäume sich entwickeln, je 

früher sie ihre volle Schattenstärke erreichen. Es kann ferner jedes auf geringe 

Lichtstärke gestimmte Holzgewächs im Schatten überhaupt, also auch im Waldes

schatten fortkommen, wenn sein eigenes Lichtgenussminirnum kleiner ist , als die 

Lichtintensität des Tages oder Waldschattens, in welchem das Gewächs zu leben 

genötigt ist. Im dem Masse als das ihnen von aussen, sei es im Walde oder 

an einem andern Standorte, zukommende Licht geringer wird , werden sie selbst 

in ihrer Laubentfaltung geringer sein. Schliesslich reduziert das Unterholz das 

Laub so sehr, dass kein einziges Blatt des betreffenden Strauches mehr im 

Schatten des eigenen Laubes steht. Die Blätter breiten sich in einer Ebene aus, 

die im Waldesschuss in der Regel die horizontale ist."

本 演 習林 に於 て立木数 極め て多 き馨 閉 良好 な る立木 材積6cofm以 上 を有 す る平坦

林 に して 灌木 の発生 を見 ざ る林床 は、 蘇 苔殊 にHypnum,Hylocomiumに て掩 はれ、

之 れ を 人 工林 と假定 すれ ば 所詮 其林 内 に前生樹 の発生 を見 る こ と能 は ざ る暢 閉度 な

るに拘 は らす・ 極 め て 僅 少 の光線 に満 足す る前 生 樹 の発生 す るは 本地 方 の原生 林 の

特徴 と認 むべ きもの な り。

而 して此 地方 の森林 は其樹 冠 の形、圓錐 形 にし て其枝 條 は一般 に垂 下 し、下方 に於

て順次大 な るものなり 。之 れ はエ ゾマ ツ林 に於 て特 に然 うとす。NilsSylven2)は 此

形 態 をKammfichte・Dengler3)はSpitzfichteご 稽せり。 此型 は下部 の枝 も 日光 を亨

受 し・同 化作用 を螢 む に便なり 。 之れ に反 し男 蓋状 の樹 冠 をなす もの を・Plattenfichte

と稽 し・梢 心 の生 長 止ま う・ 側 枝 のみ比較 的 良 く伸 び 下枝 は 受光不 足 の爲 め に枯 れ

 I) A. Bühler : Waldbau, S. 88 

2) Nils Sylven : Studien über den Formenreichtum der Fichte
, Mitt. d. Staatl. Versuchsanst, Schwedens 

   XIII, 1909. 

3) Dengler: Waldbau S. 218
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上 るもの にして 、本森林 内の腐 朽倒木 の上 に生 ず る老 齢 な る前 生樹 は此 樹形 をなす 。

Wiesnerは 日光 の 射 入 状 態 に よ6て 光 線 を区 別 して、 上 光(Oberlicht),側 光

(Vorderlicht),下 光(Unterlicht),背 光(Hinterlicht)と なせり。 上 光 は水 平面 に、側 光

は垂 直 面 に射 る光 線 、下光 は下 方地 面 よ う、背 光 は岩 壁 に於 け る樹 木 に封 し後方 よ う

反 射 す る光線 な う。

北緯50。 に在 つて は 夏至 の夜 明 け 「)は午 前2時53分,日 暮 れは 午後9時II分

なれ ば 書 間 は18時 間4分なり 。 然 れ共 高緯 度 の太 陽高度 は夏 期 と錐 も低 く地 面

を斜 射 するもの なれば 其作 用著 し く減殺 せ らる。

斯 の如 く本 演 習林 の平坦 林 の 前生樹 に採 つ ては、光線 が 最 も重要 な る致 命 的因 子

(Minimun)faktor)なり こす。

植 物 生態 上 ようすれば エ ゾ マ ツ、 トドマツ の圭林 木 は最 上層 をな して 日光 を遮 断

し、此鬱藪 林 に発生 すべ き前生樹 は、上 層樹 冠 の馨 閉 を洩れ來 る僅 少の光線 に満足 す

る もの にして、 更 に林 床 に蔓 延 す る蘇 苔,地 衣は 猶僅 少の光線 を亨 受 す るに過 ぎず。

今此 關係 をLundegardh2)に 微 つ て圖示 すれ ば

第 四 十 九 圖エゾマツ 林 植 生 層 圖

1)理 科 年表

2)  Lundegardh  : Klima und Boden 2 auf. S. 78
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本林 内の腐朽倒 木上に生 す る前生樹の最大なるもの こ錐 も、樹 高3m,年 齢Ioo年

を超ゆ ること少なし。 此等の前生樹 は被壓 状態 にある間は腐朽倒木以外 に根 を延長

することな きは奇 なる現象 な り。 而 して其原因に就 きては幾多の推定を下す事を得

べ く其原因 も複雑 にして、軍に一個の理由に蹄す ること能はざ るべ きも被圧 状態にあ

る間に根 を地中に進入す るは其生存 を危 くす るもの こ認めざ るを得ず。 即 ち樹幹析

解及び根の年輪の調査 よう見 るに、前生樹時代の根 は腐朽倒木 上 にのみ留ま う被壓状

態を脱 し、旺盛な る生長 を始 むると同時 に 根 を眞土に進入す る點 に徴すれば、被圧

時代即ち光線 の不足せ る時代 に、根を眞土に進入 して旺盛な る生長 を開始す るは却 て

光線 不足の窮乏に陥 うて終 に枯 死す るに至 るものなるべ し。

故に前生樹 は 腐朽倒木の養分乏 しき唯 縫かに水分の供給宜 しき瘍腱に隠i忽持重 し

て母樹 の倒壊 を待つ ものなり 。 然れ共除 うに高齢迄前生樹 として隠忽す るときは絡

に枯死するは當然 にして、此最高年齢は本林地方に在 つては100年 と推定 し得 るが

如し。 即 ち高齢 の前生樹 は光線不足の爲め下枝枯死し、心梢部 も枯死 す るの状態 を

到 る庭 に認む るを得べ く、此調査に於け る前生樹 の年齢100年 以上の ものな きは此

事實の謹左 と認むべし。

此現象は森林 更生 の神秘的事實にして 人工的實験 に依 て 所詮到達 し難 きものな る

べ し。

LundegardhI)は 庇蔭 に在 る稚 樹 に就 て次 の如 く説 明せり。

   Recht wenig untersucht sind auch die Jugendstadien des Baumwuchses. 

Ein junger, unter den deckenden Kronen aufschiessender Baum braucht weniger 

Licht als diese. Er verhält sich überhaupt wie eine Art mit niedrigen  Licht

minimum und es bleibt zu untersuchen, ob dies mit dem ziemlich andersartigen 

Habitus zusammenhängt.

Rubner2)はBayerischerWaldの 原生 林 に於 てFichteが 主 として腐朽 せ る根 株 、

又 は倒 木 の上 に生ず るは光線 の 關係 な うと述 べた う。

 i) Lundegardh : a. a. 0. S. 76 

2) Rubner : Baumkroneform und Schattenfestigkeit. Forstw. Centrabl. 1920. S. 334.
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Fricke')は 陰樹,陽 樹 の区別は 根本的性質 にあ らず して、 其 樹 根の競争 の關係な

bと 。此説は一時學者 間に衝動を及ぼしたるも、其後諸學者2)の 實験 によりF氏 の

説は 輩に母樹 の庇蔭下に生立す る稚樹 が、其要求す る水分,養 分を老齢樹 の根 の爲あ

に奪取せ らるる場合に、其稚樹が 母樹の庇蔭 に耐ゆ る力 に大 なる差異 を 生ず る事を

立謎 する程度 に過 ぎざるもの とせ られ、殊にFabricius3)は 庇蔭 に於け る稚樹 の生長

に封 しては光線の欠乏が根の競争 以上に重要 なることを實験せ う。

尚ほ馨 閉林内の腐朽倒木 ご地面 とに於 け る植物生態上の因子 の差異 を述れば、

原生林の土地は其蒸登量の少 な き爲め一般 に多灘 にして、土壌はPodso1化 して地

下 に不透層 を生 じ、地下水高 く粗腐植質堆積 し、叉 蘇苔蔓延す る等、稚樹 の発生 に

不良な る状態なるも、此點 は 腐朽倒木に比 して 著 しく径庭の存す るものにあ らず。

原生 林の稚樹 の発生 は地 上と腐樗倒木 との間に大差な きは 佐藤博士4)の 立謹せ られ

た る庭 な う。

叉植物の生育 に重大なる關係 を有する炭酸琵斯 に就ては馨閉林 内に在ては 炭酸琵

斯 は地面 に下 るに從 つて其濃度 を増 すは、光線 の欠乏 に よる 同化作用を補足す るも

のな ゲ)と 。

光線は樹木の地上生長 を支配す る因子なるご同様、水分は 樹木の地下の生長即 ち

根 の登達 に大 なる影響 を及ぼす ものなり 。

土地 に水分少なき場合 には 一般に根の登達悪 し く水分の増加するに 從つて、其根 の

登育良好 なるものな ウ。 然れ ども水分多 きに失す るときは却て根 の生長悪 きものな

ウ。

 I) Frieke : Licht und Schattenholzarten, ein wisschenschaftlich nicht begründe Dogma. Centralbl . 

    f. d. ges. Forstw. 1904. 

2) Früst : Licht. und Schattenholzarten, ein wissenschaftlich nicht begundetes Dogmne ? Forstw. Central

   blatt. 19o5. 

Ciesler : Licht und Schattenholzarten, Lichtgenus und Bodenfeuchtigkeit, Centralbl. f.d. ges. Forstw. 

    1909. 

Rubner : Pflanzengeographischen Grundlage des Waldbaux, 1925, S. 32. 

3) Dengler : Waldbau, 1930, S. 145.

4)北 海 道 帝 國 大 學 演 習 林 報 告 第 六 號344頁

5)Lundegardh:Klimau.Boden.
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即 ち 土地の水分過多 なるときは、室氣 の流通 を悪 くし、之れが爲め 地中室氣の炭

酸琵斯 の含量を壇 し、爲めに根 の呼吸 を妨 ぐるものな う。 腐朽倒木の根は腐朽木 に

平行 して 著 し く根 を登達す るは 水分の適當な る故 なるべ く、且つ被壓 獣態を脱して

旺盛 なる登達 を爲すには、腐朽倒木上の水分、特に 養分のみに満足す る能はず 地面

に其根 を延すものな う。

而 して原生林 の更新に就ての人工的方法は、稚樹が腐朽倒木以外に好適せ る瘍庭を

有せざ る如 き状 況を除 き、随所 に稚樹 の発生 を見、其生長 を盛 な らしむ る如 き條件

を附輿す るにあ るべ く、其最初に着眼す べ き點は 森林の受光を 適當な らしむ るにあ

b。

以上の研究の結果、此種原生林 の施業法に關す る筆者の信念 を披渥すれば、経濟的

施業法 としては 枯損せ る老齢木井に地上に 縦横 に堆積 する腐朽倒木 を騒生 する如 き

高齢迄林分 を放置せず、早期 に斧銭 を加へて之を利用せざ るべか らず。而 して本調査

に よれば エ ゾマツ、殊 に トドマツ は平均武百年 以上に達すれば當に頽塵す るもの と

認め らるるを以 て、輪伐期を相當 に短縮 すべ きものな り。 エゾマツ、トドマツは倒木

上 に被壓 状態 として少 な くも五十年以上存立 するものなれば、茸被壓 時代の短縮 を計

るべ きものなり。今假1こ輪伐 期を百五十年 とすればエゾマツ、トドマツは未だ 自然的

壽命 に達せざ るを以て 枯損 することな く、從つて腐朽倒木 を生ず ることな し。 即 ち

原生林 の小面積 更新 の特徴 と認む る倒木上の前生樹 に よる更新法は、自か ら潰滅 する

ものなり 。而 して倒木の潰滅 を計ればエゾマツ 、トドマツ中 特 に エゾマツ は母樹 の

庇蔭下の倒木上に螢生す るものなれば、倒木 の清滅はエゾマツが前生樹 として発生 す

るに大 なる打撃 を與 へ、原生林 に於 ける エ ゾマツの混合歩合は 施 業林 に移 るに從つ

て減少 し、トドマツの歩合を増 すに至 るべ し。此事實は原生林 の山火に罹れ る場合に

トドマツの混合歩合が著 し く増 加す るの事實 と符合す るものな う。

原生林 のエ ゾマツは永 く倒木上 に生存 して母樹 の被壓 下に隠忍す るも、トドマツは

此性質比較的少な きが如 し。故 に斧銭 を以て適當 に施業する場合 には トドマツ の生

育に著 むく有利の環境 を醸成するは必然な りと云ふべ し。

故 に 原生林 を施業林に誘導するときは、輪伐期の低下 と共 に 母樹 の被圧 關係 よう
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稚樹 を早期 に解放す る結果 を招 き、エゾマツ、トドマツ の両者 をして生存競争 の均等

性 を附與す るもの なれば其施業法の如何 に依 て、或はエ ゾマツに有利の條件 を與へ、

又 は トドマツの登育に有利 な らしむ るを得べ し。 例へば擇伐 作業 に依 て比較的永 く

庇蔭の下 に稚樹 を生育せ しむ るときはエ ゾマツ多 く登育 し、比較的大な る面積の伐採

をなす帯状皆伐 を取 るときは トドマツ の登育に有利 な るべ しり。 東海岸、泊岸 より

内路 に至 る軍道側の切 う開 きに トドマツの良好なる更新を見 るは此好例 な點

而 して 現在の一齊型の原生林は擇伐 作業法 に推移す る階梯 として、先づ以 て稚樹

を被圧 状態 よ う解放し、堆積せ る粗腐植質 の分解 を促す爲め皆伐作業類似 の施業法を

探 るべ し。

瑞典北部の原生林 に於ては、擇伐 作業法 よりも却 て皆伐作業法の成功 を見・南部 の

原生林 に於 ては 却 て擇伐 作業法の好結果 を齎 した るの 事實は、吾人の留意すべ き所

な ゲ)。

此 法則に準して、其森林の 地勢,林 相,立 地の状況に從ひ、或 は 帯朕皆伐,傘 伐等

適 宜の施業法を採 るを妨げざ るものな う。 而 して 將來 に於ける合理的施業法 として

は擇伐 更新法なるは異論な き所 なるべし。

1)樹 幹析 解に擦れば・優良 な ろ生長 をなしt:る トfマ ッ は前生樹 ミして の被壓 時代 を有ぜす,從 つて

年 齢ば比較的低 き ものな り

2)瑞 典の天然更新問題s九 大演習林・樺太山林會報(昭 和七年一月)



第 五 圖

山 火 後 の 草 生 地 に 生 立 せ る エ ゾ マ ツ樹 幹 析 解 圖

樹 齢Si6年,樹 高3.98m,直 径6.2Cm

縮尺,樹 高 ㌫,直径 暑



第 六 圖

山 火 後 の 草 生 地 に 生 立 せ る グ イ マ ツ樹 幹 析 解 圖

樹齢20年,樹 高6.95m,直 径12.OCM

縮 尺,樹 高 、㌔ 直径;



第 十 圖

エ ゾ マツ・トドマ ツ林 林 型Iに 於け るエゾマツ の

集 團 せ るもの ゝ樹 幹析 解 木位 置 圖



第 十 一 圖

エ ゾ マ ツ・ ト ド マ ツ 林 林 型 日 ζ於 け る エ ゾ マ ツ の 集 團 ぜ る も の 咽 幹 析 解 圖

Lエ ゾ マ ツ 樹齢145年,樹 高27.3・m,直 径 駄2gcm

縮 尺,樹 高 τ継・直径蟲



第 十 二 圖

エ ゾ マ ツ・ ト ドマ ツ林 林 型1に 於 け るエゾマツ の 集 團 ぜ る も の ＼樹 幹 析 解 圖

ILエゾマツ 樹齢P・ 年,樹 高 ・6.9sin,直 径22.?4cm

i縮尺,樹 高蟲.直 穫 吉



第 十 三 圖

エ ゾ マ ツ ・ト ド マ ツ 林 林 型1に 於 け る エ ゾ マ ツ の 集 團 せ る も の ゝ樹 幹 析 解 圏

III.エ ゾ マ ツ 樹齢85年,樹 高18.75m,直径3・.3gcm

縮 尺,樹 高f器。・直径蟲



第 十 四圖
エ ゾ マ ツ、ト ドマ ツ林 林型1に 於 け るエ ゾ ノダ ケカ ンバ、エ ゾ マツの 並立 せ るもの 樹ゝ 幹 析 解 圏

1・ エ ゾ マ ツ 樹 齢125年,樹 高17・75m,直 径39・gocm縮 尺,樹 高iδ 。,直径'2

11・ エ ゾ ノ ダ ケ カ ン'"樹 齢=35年,樹 高2e.40m,直 径".40cm縮 尺
,洞 上



第 十 五 圖

エ ゾ マ ツ ・ ト ドマ ツ林 林 型1に 於 け る ト ド マ ツ樹 幹 析 解 圖

樹 齢125年,樹 高16・05m,直 径3437cm

縮 尺,樹 高 ♂σ,直径 売



第 二 十 一 圖

倒 木 側 に 生 ぜ る ト ド マ ツの 樹 幹 析 解 圖

樹齢260年,樹 高17・50m,直as25・40cm

縮 尺,樹 高 ■赫,直径 毒



第 二 十 二 圖

倒 木 側 に 生 ぜ る ト ド マ ツ の 樹 幹 析 解 圖

樹齢21。 年,樹 高16・22m)直 径29・27cm

縮尺,樹 高2も,直 径蟲



第 三 十九 圖

主 林 木 こ な る 見 込 あ る エ ゾ マ ツlll:齢時 代 樹 幹 析 解 圖

第五號調 査木 ・樹齢60年,樹 高9・75m,直 径13・32Un

縮尺,樹 高 ゐ,直 徳 葦



第 四 十 圖

主 林 木 と な る 見 込 あ る エ ゾ マ ツ壮齢 時 代 樹 幹 析 解 圖

第六號 調査木 ・樹齢65年,樹 高5・53m,直 径7・94cm

縮尺,樹 高蟲,直径 養



第四 十 一 圓

主 林 木 こ な る 見 込 あ る エ ゾ マ ツ 壮 齢 時 代 樹 幹 析 解 圖

第九號調査 木 ・樹齢75年,樹 高IO・771n,直径12・22cm

縮 尺,樹 高 ゐ,直 穫 ナ



第 四 十 二 圖

お 林 木 と な る 見 込 あ る エ ゾ マ ツ壮齢 時 代 樹 幹 析 解 圖

第十號調Rsc木●樹齢80年,樹 高7・37m,直 径9・30cm

縮尺,樹 高蟲,直 径}



第 四 十 三 圖

主 林 木 時 代 の エ ゾ マ ツ 樹 幹 析 解 圖

第一號調査 木 ・樹齢130年,樹 高21・40n),直 径51・84cm

縮尺,樹 高 銭σ,直径 売



第 四 十 四 圖

主 林 水 時 代 の エ ゾ マ ツ樹 幹 析 解 圖

第 二號調査木 ・樹齢 ・3。年,樹 高21・35m,直 径35・7。cm

縮 尺,樹 高 孟σ,直径 売



第 四十五 圖

主 林 木 時 代 の エ ゾ マ ツ 樹 幹 析 解 圖

第三號調査木9樹 齢130年,樹 高Ig・43m,直as36・78cm

縮 尺,樹 高 播。,直径 養



第 四 十 六 圖

主 林 木 時 代 の エ ゾ マ ツ 樹 幹 析 解 圖

第四號 調査木 ・樹齢135年,樹 高19・35m,直径sc.o◎cm

縮 尺,樹 高 播σ,直径 売



第 四 十 七 圖

主 林 木 時 代 の エ ゾ マ ツ樹 幹 析 解 圖

第五號調査木・樹齢 ・3・年,樹高 ・2・・2m,直径 ・&48cm

縮尺,樹高ゐ,直径 蒼



第 四 十八 圖

同 一 倒 木 上 の エ ゾ マ ツ 生 長 比 較 樹 幹 析 解 圓

1・ 樹 齢60年,樹 高6・48n),直as6・98cm

II・ 樹 齢 〔k)年,樹 高ll・24M,直 径15・20cm

III・ 樹 齢55年,樹 高2・32m,直 径3・44cm

IV・ 樹 齢55年,樹 高2・(D8m,直 径3・Oocm


